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【経験をどう生かす!?即戦力を育てるサポート力 中途・復職者のブランク
を埋める院内教育】 
新たなスタートに抱く不安や戸惑いを解消できる!
復職者の段階的教育と中途採用者の職場適応支援とキャリア開発
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旭川医科大学病院
新たなスタートに抱く不安や
戸惑いを解消できる１

復職者の段階的教育と
中途採用者の職場適応支援と

看護部職場適応支援担当看護師長

菊地美登里
1976年北海道立旭Ill高等看護学院看護学
科卒業後,国立旭川医科大学医学部付属病

院に就職｡1986年北海道立旭川高等看護学院看護学科講師。
2003年北海道立旭川肢体不自由児総合療育センター主任看護
師｡2006年俳教大学社会学部社会福祉学科(通信教育課程)卒
業｡2007年国立大学法人旭川医科大学病院看護部職場適応支
援担当看護師長に就任し,現在に至る。キャリア開発 畿寧
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(表１）。また，厚生労働省が示した「新人看

護職員研修ガイドライン」を基に2010年か

ら各部署に教育担当者を配置し，専従の教育

担当部門と連携して部署での新人看護職員の

研修や学習会をサポートしている。

これまでの看護技術研修は，看護部教育担

当部門が作成した院内共通の「看護技術マ

ニュアル」を使用していた。2012度からは

さらに，看護部が企画・制作した看護技術研

修用DVDをタブレット端末にインストール

したものを活用している（写真)。タブレッ

ト端末はモニター画面のワンタッチ操作と簡

単であり，繰り返し視聴できるため，効果的

な研修が行えている。
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|鍔隠看護部の理隷;煮蕊秘
当院は，日本最北端の大学病院として1976

年に開院し，道北道東の地域医療の拠点病院

としての役割を担っている。

当院は，「大学病院としての使命を認識し，

病める人の人権や生命の尊厳を重視した先進

医療を行うとともに，次代を担う国際的に活躍

できる医療人を育成する」を理念としている。

これを受け，看護部は，「①信頼される看

護サービスを提供する，②豊かな創造性をも

つ看護職を育成する，③他部門と協力し病院

運営に参画する」の３つの理念を掲げている。

看護部における人材育成のモットーは，「育

てるのではなく，育つ過程（思考，判断，行

動）を見守り，声をかけ，ともに考える環境

をつくる」ことで，一人ひとりが主体的に取

り組む姿勢を大切にしている。
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当院は，2008年に「復職，子育て・介護

支援センター」（二輪草センター）を設置した。

本稿では、「復職」に関する取り組みとして

行っている３つの研修を紹介する。

1つ目は，転職やブランクがあって再就職
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看護職員数（看護師・助産師数）：正職員636人

非正職員49人
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看護人材教育Vol､９Ｎｏ．３

写真、看護技術研修用DVDを

インストールしたタブレット端末

平均在院日数：１５日病床稼働率：８６％

病床数：602床診療科：１９科入院基本料：７対１

１日平均外来患者数：約1,600人
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